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　令和 6年能登半島地震被害により、お
亡くなりなられた方々のご冥福をお祈
りし、被害に遭われた方々とそのご家族
に、謹んでお見舞い申し上げます。
　皆様の安全と被災地の一日も早い復
興を心よりお祈り申しあげます。

て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
経
済
産
業
省
の
み
な

ら
ず
、
政
府
全
体
の
動
き

と
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

岸
田
総
理
に
は
昨
年

８
月
、
富
山
県
で
Ｃ
Ｅ
の

現
場
も
見
て
頂
き
ま
し

た
。
ご
視
察
頂
い
た
ハ
リ

タ
金
属
株
式
会
社
は
、
ア

ル
ミ
の
高
度
選
別
に
よ

る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
を

可
能
と
し
た
会
社
で
、
新

幹
線
か
ら
回
収
さ
れ
た

ア
ル
ミ
を
再
び
新
幹
線

の
ア
ル
ミ
部
品
と
し
て

活
用
す
る
ア
ル
ミ

ア
ｔｏ

ル
ミ
の
先
進
的
な
取
組

を
視
察
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年

月
に

１０

は
、
老
若
男
女
の
専
門
家

が
集
ま
っ
て
の
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
車

座
対
話
で
は
、
岸
田
総
理

は「
２
０
２
４
年
の
夏
に

循
環
型
社
会
形
成
推
進

基
本
計
画
を
見
直
す
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
地
方
創
生
の

観
点
も
踏
ま
え
た
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

政
策
を
中
長
期
的
に
重

要
な
柱
と
し
て
位
置
付

け
た
い
」
と
発
言
さ
れ
ま

し
た
。

こ
う
し
た
総
理
の
ご

意
向
も
踏
ま
え
、
今
年
は

当
省
と
環
境
省
だ
け
で

な
く
、
国
土
交
通
省
、
農

林
水
産
省
、
消
費
者
庁
な

ど
の
関
係
省
庁
全
体
で

Ｃ
Ｅ
を
推
進
し
て
い
く

元
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。

加
え
て
、
産
業
界
か
ら

も
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

経
団
連
の
十
倉
会
長

は
、
昨
年
８
月
の
「
新
し

い
資
本
主
義
実
現
会
議
」

で
、「
国
内
投
資
の
活
性

化
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｘ
、

Ｄ
Ｘ
等
の
既
存
分
野
に

加
え
て
、
新
た
に
２
分
野

を
強
調
し
た
い
。
エ
ン
タ

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
と
は
そ
う
単
純

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
業
種
に
よ
っ
て
も
業

界
の
抱
え
る
資
源
循
環

上
の
課
題
は
異
な
り
ま

す
。ま

ず
や
る
べ
き
こ
と

は
、
そ
う
し
た
市
場
ご
と

の
現
状
と
課
題
を
精
査

し
、
資
源
循
環
と
健
全
な

競
争
環
境
の
構
築
の
両

立
に
向
け
た
ル
ー
ル
の

あ
り
方
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
す
。

審
議
会
を
開
催
し
、
主

要
業
界
ご
と
の
課
題
を

伺
い
、
各
業
界
、
各
循
環

資
源
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
規
制
・
ル
ー
ル
が
必

要
か
、
議
論
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｅ
実
現
に
向
け
て

は
、
規
制
・
ル
ー
ル
の
整

備
だ
け
で
は
不
十
分
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
Ｃ
Ｅ
市
場
は
伸

び
て
く
と
見
込
ま
れ
て

い
る
も
の
の
、
今
は
投
資

が
必
要
な
時
期
で
す
か

ら
、
研
究
開
発
・
設
備
投

資
・
Ｄ
Ｘ
化（
情
報
化
）な

ど
へ
の
投
資
の
ご
支
援
、

環
境
配
慮
設
計
の
標
準

化
の
ご
支
援
な
ど
、
国
と

し
て
も
必
要
な
政
策
的

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
支
援

は
、
よ
り
野
心
的
・
先
駆

的
に
取
り
組
む
こ
と
に

コ
ミ
ッ
ト
頂
い
た
企
業
、

そ
し
て
そ
う
し
た
企
業

を
含
ん
だ
産
官
学
連
携

の
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
て
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。併

せ
て
、
そ
う
し
た
産

官
学
連
携
を
促
進
す
る

た
め
の
場
と
し
て
、
昨
年

９
月

日
に
Ｃ
Ｅ
に
関

１２

す
る
産
官
学
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｅ
実
現
に

は
、
個
社
ご
と
の
取
組
み

だ
け
で
は
経
済
合
理
性

を
確
保
で
き
な
い
こ
と

が
多
く
、
関
係
主
体
の
連

携
に
よ
る
協
調
領
域
の

拡
張
が
必
須
だ
か
ら
で

す
。サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
の
会
員
数
は

今
年
１
月

日
現
在
、３

２３

３
８
者
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
２
５
５
社（
大
企
業

１
２
８
社
、中
小
企
業
１

２
７
社
）、
業
界
団
体
は

団
体
、
自
治
体
は

自

１９

１３

治
体
、
大
学
・
研
究
機
関

は

機
関
、
関
係
機
関
・

１９
関
係
団
体
は

機
関
で

３２

す
。企

業
に
は
自
動
車
、
家

電
、住
宅
、ゼ
ネ
コ
ン
、小

売
と
い
っ
た
動
脈
産
業

と
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
な

ど
の
静
脈
産
業
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

昨
年

月

日
に
は

１２

２２

ロ
ー
ン
チ
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
組
織
体
制
や
正
式

名
称
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
を
公
表

す
る
と
同
時
に
、
第
一
回

総
会
を
経
団
連
会
館
に

自
主
的
な
中
長
期
的
戦

略
と
し
て
積
極
的
に
Ｃ

Ｅ
の
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
は
、
再
生

材
・
再
生
可
能
材
料
の
み

を
利
用
し
た
製
品
製
造

を
目
指
し
、
廃
棄
製
品
の

回
収
強
化
等
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
集
め
た

廃
製
品
は
ロ
ボ
ッ
ト
で

効
率
的
に
自
動
解
体
し
、

希
少
金
属
を
再
生
資
源

と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。世

界
で
は
、
再
生
材
を

使
っ
た
製
品
の
方
が
「
Ｃ

ｏ
ｏ
ｌ
、
か
っ
こ
い
い
」

と
い
う
方
向
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
宝
飾
品
で
は

天
然
資
源
の
金
よ
り
も

都
市
鉱
山
で
再
利
用
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
・
ゴ
ー
ル

ド
の
方
が
お
し
ゃ
れ
で

価
値
が
高
い
、
と
い
っ
た

潮
流
も
生
じ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
性

を
担
保
し
な
い
製
品
は

世
界
市
場
か
ら
排
除
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
へ
の
対
応
が
先
進

国
市
場
の
参
加
条
件
と

な
っ
て
い
く
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
た
め
に
国
は

ど
の
よ
う
な
政
策
を
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

経
済
産
業
省
で
は
、
２

０
２
０
年
５
月
に
策
定

し
た
「
循
環
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
０
」で
示
し
た

方
向
性
を
踏
ま
え
、
国
内

の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム

の
自
律
化
・
強
靱
化
と
国

際
市
場
獲
得
に
向
け
て
、

技
術
と
ル
ー
ル
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す

る
観
点
か
ら
総
合
的
な

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
、「
成
長
志
向
型
の
資

源
自
律
経
済
戦
略
」
を
２

０
２
３
年
３
月

日
に

３１

策
定
し
ま
し
た
。

Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
上
市

規
制
は
、
手
段
と
し
て
の

直
接
的
な
規
制
の
効
力

は
絶
大
で
す
が
、
健
全
な

市
場
の
発
展
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
、
コ
ス
ト
の

問
題
、
中
小
企
業
の
問

題
、
消
費
者
の
理
解
な
ど

大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。世

界
全
体
で
は
、２
０

３
０
年
に
４
・
５
兆
�
、

２
０
５
０
年
に

兆
�

２５

ま
で
拡
大
す
る
と
の
予

測
が
あ
り
、
政
府
は
、
日

本
国
内
に
お
い
て
２
０

２
０
年
に

兆
円
で
あ

５０

っ
た
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
関
連
市
場
を

２
０
３
０
年
に

兆
円
、

８０

２
０
５
０
年
に
１
２
０

兆
円
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―
―
海
外
の
Ｃ
Ｅ
の
動

き
は
い
か
が
で
す
か
。

欧
州
で
は
、
欧
州
委
員

会
主
導
に
よ
る
強
制
力

の
あ
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
関
連
規
制

の
導
入
に
よ
り
、
計
画
経

済
的
な
市
場
形
成
が
進

ん
で
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
は

２
０
２
０
年
に「
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。

例
を
出
せ
ば
、
エ
コ
デ

ザ
イ
ン
規
則
。
欧
州
市
場

に
投
入
さ
れ
る
自
動
車

や
家
電
を
含
む
幅
広
い

製
品
に
対
し
て
、
耐
久

性
、
再
利
用
や
修
理
可
能

性
な
ど
、
原
則
的
に
エ
コ

デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ

ダ
ク
ト
パ
ス
ポ
ー
ト
（
Ｄ

Ｐ
Ｐ
）
と
い
っ
て
、
ど
ん

な
再
生
素
材
が
使
わ
れ

て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
か
、
な

ど
の
情
報
が
見
え
る
化

で
き
る
よ
う
義
務
化
さ

れ
る
予
定
で
す
。

日
本
企
業
も
Ｅ
Ｕ
市

場
に
製
品
を
投
入
し
た

け
れ
ば
、
こ
の
動
き
に
対

応
し
て
国
際
競
争
力
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
欧
州
と
は
別
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
米

国
を
中
心
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
敏
感
な
先
進
企
業
が

源
も
地
域
的
に
遍
在
し

て
お
り
、
特
定
国
へ
の
依

存
度
が
高
い
た
め
、
供
給

途
絶
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
日
本
も
コ
ロ

ナ
渦
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
で
物
資
や
資
源
の
供

給
制
約
を
受
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
資
源
保
有
国

の
中
に
は
、
保
護
主
義
や

資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

的
な
動
き
と
し
て
天
然

資
源
の
輸
出
を
止
め
る

国
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
え
ば
金
１
�

と
る
の
に
数
千
�
の
山

を
切
り
崩
す
と
い
っ
た

資
源
採
取
の
方
法
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
観

点
か
ら
は
好
ま
し
く
な

く
、
天
然
資
源
の
む
や
み

な
採
掘
は
、
気
候
中
立
や

生
物
多
様
性
保
全
の
動

き
に
も
反
し
、
自
然
破
壊

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。さ

ら
に
、
採
掘
し
た
鉱

物
を
一
か
ら
精
製
・
製
錬

す
る
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
場
合
に
比
べ
多
く
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
す

る
必
要
が
あ
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
も
多
く
排
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。

国
内
の
資
源
循
環
シ

ス
テ
ム
を
中
長
期
的
に

自
立
化
・
強
靭
化
さ
せ
る

こ
と
で
天
然
資
源
の
輸

入
を
減
ら
せ
れ
ば
、
国
富

の
流
出
も
避
け
ら
れ
、
気

候
中
立
に
も
資
す
る
は

ず
で
す
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
関
連
市
場
は
、
国

内
外
で
今
後
大
幅
に
拡

減
少
し
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
成
果
を

受
け
、
廃
棄
物
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
る
新
興
国

の
中
に
は
、
日
本
の
取
組

を
参
考
に
し
た
い
と
い

う
声
も
あ
が
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
は
、
最
終
処
分
場
の

ひ
っ
迫
や
不
法
投
棄
問

題
へ
の
対
処
が
中
心
課

題
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

最
終
処
分
量
は
大
き
く

減
少
し
た
一
方
で
、
資
源

を
投
入
し
て
製
品
を
作

っ
た
ら
最
後
は
廃
棄
物

に
な
り
、
ま
た
新
た
に
資

源
を
投
入
し
て
製
品
を

作
り
最
後
は
廃
棄
物
に

な
る
、
と
い
う
流
れ
は
変

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。

―
―
循
環
経
済
の
必
要

性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

循
環
経
済
の
究
極
的

な
形
態
は
、
一
度
天
然
資

源
を
採
っ
て
来
た
ら
、
そ

の
資
源
を
国
内
で
回
し

続
け
、
天
然
資
源
の
使
用

を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
で
す
。

化
石
燃
料
も
鉱
物
資

―
―
日
本
の
廃
棄
物
は

ず
い
ぶ
ん
減
っ
た
よ
う

で
す
ね
。

日
本
は
戦
後
、
経
済
発

展
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
大
量
の
資
源
を
調

達
し
、
大
量
生
産
、
大
量

消
費
、
大
量
廃
棄
の
流
れ

が
一
直
線
、
一
方
通
行
の

「
線
形
経
済
」
シ
ス
テ
ム

に
大
き
く
依
存
し
た
も

の
で
し
た
。

一
定
期
間
使
わ
れ
た

製
品
は
ゴ
ミ
と
な
っ
て

最
終
処
分
場
を
ひ
っ
迫

し
、
不
法
投
棄
も
社
会
問

題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情

勢
の
も
と
、
循
環
型
社
会

の
形
成
を
推
進
す
る
基

本
的
枠
組
み
と
し
て
、
循

環
型
社
会
形
成
推
進
基

本
法
が
制
定
さ
れ
、
ま

た
、３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
）
の
取
組
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
に
資
源

有
効
利
用
促
進
法
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
小
型
家
電
、

容
器
包
装
、
家
電
、
自
動

車
、
建
設
資
材
、
食
品
の

個
別
分
野
に
お
け
る
各

種
リ
サ
イ
ク
ル
法
も
制

定
さ
れ
、
廃
棄
物
の
適
正

処
理
や
３
Ｒ
の
取
組
が

進
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、１
９
９
０

年
代
初
頭
に
１
億
�
を

超
え
て
い
た
日
本
の
最

終
処
分
量
は
、２
０
１
６

年
に
は
約
１
千
３
０
０

万
�
と
約

分
の
１
に

１０

世
界
の
潮
流
と
な
り
つつ
あ
る
資
源
自
立
型
の
循
環
経
済
（
サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ

ノ
ミ
―
、
以
下
C
E
）に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
の
田
中
資
源
循
環
経
済
課
長
に

お
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋

常
郎
）

C
E
関
連
市
場
は
国
内
外
で
今
後
大
幅
に
拡
大

２
０
３
０
年

兆
円
、２
０
５
０
年
に
は
１
２
０
兆
円

８０

「
成
長
志
向
型
の
資
源
自
律
経
済
戦
略
」を
策
定

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
会
員
数
は
３
３
８
者
に

メ
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
と

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
で
あ
る
」
と
発
言
頂

い
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｅ
の
取
り
組
み
は

産
業
界
の
主
体
的
な
取

り
組
み
が
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
官
民
が
連

携
し
て
推
進
し
て
行
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
Ｃ
Ｅ
で
ゴ
ミ
が
減

れ
ば
、
自
治
体
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
で
す
ね
。

ゴ
ミ
の
処
理
は
自
治

体
の
財
政
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。
全
国
の
焼
却

炉
の
更
新
時
期
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ

の
関
心
に
は
温
度
差
が

あ
り
ま
す
が
、
広
島
県
や

横
浜
市
、
川
崎
市
な
ど
の

資
源
循
環
に
お
け
る
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
自
治

体
の
先
進
的
な
取
組
が

成
功
を
収
め
る
こ
と
で
、

周
辺
自
治
体
の
Ｃ
Ｅ
に

対
す
る
関
心
も
高
ま
る

で
し
ょ
う
。

経
済
活
動
の
結
果
と

し
て
排
出
さ
れ
る
物
質

を
廃
棄
物
で
は
な
く
資

源
と
し
て
循
環
さ
せ
れ

ば
、
ゴ
ミ
が
減
り
処
理
コ

ス
ト
が
減
る
の
み
な
ら

ず
、
資
源
と
し
て
の
売
却

収
入
と
し
て
財
政
収
支

の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

例
と
し
て
、
鹿
児
島
県

の
大
崎
町
で
は
、
焼
却
炉

の
更
新
投
資
よ
り
も
、
住

民
参
画
に
よ
る
徹
底
し

た
分
別
に
よ
り
大
幅
な

資
源
化
を
進
め
、
ゴ
ミ
に

係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

を
減
ら
す
こ
と
に
成
功

し
、
そ
の
金
銭
的
メ
リ
ッ

ト
を
直
接
・
間
接
的
に
住

民
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
廃
家
電
等
に
は

多
く
の
金
、
銀
、
プ
ラ
チ

ナ
な
ど
の
有
用
金
属
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
経
済

が
成
熟
し
、
製
品
ス
ト
ッ

ク
が
積
み
上
が
っ
て
い

る
日
本
の
都
市
鉱
山
の

こ
う
し
た
貴
金
属
・
希
少

金
属
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
、
世
界
有
数
の
水
準
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、E-scrap

の
再

生
事
業
の
大
手
で
あ
る

ア
サ
ヒ
プ
リ
テ
ッ
ク
社

が
産
出
し
て
い
る
リ
サ

イ
ク
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
の
生

産
量
は
、
世
界
の
金
鉱
山

の
上
位
の
産
出
量
に
比

肩
す
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。「日

本
は
天
然
資
源
小

国
」
と
嘆
く
前
に
、
国
内

に
あ
る
こ
う
し
た
循
環

資
源
に
目
を
向
け
る
こ

と
で
、
今
後
の
日
本
の
経

済
安
全
保
障
や
産
業
競

争
力
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
う
し
た
日
本
経
済

全
体
と
し
て
の
チ
ャ
ン

ス
を
確
実
に
つ
か
み
つ

つ
、
資
源
循
環
産
業
自
体

の
成
長
も
促
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

板
ガ
ラ
ス
業
界
の
C
N
へ
の
取
組
と
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
挑
戦

（
6
面
）

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
見
え
る
化
と
C
F
P

（
5
面
）

決
定
�
令
和
５
年
度「
新
エ
ネ
大
賞
」
経
産
大
臣
賞
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
４
面
）

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を
軸
と
し
た
地
方
創
生
に
貢
献

（
2
�
3
面
）

トップランナー自治体が先進的な取組を始める
国内にある循環資源に目を向け

日本の経済安全保障や産業競争力強化
今年は関係省庁全体でＣＥを推進へ

＊無断転載を禁じます
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「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
大

学
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

月
か
ら

１０

の
３
か
月
間
、
約

名
の

２０

Ｃ
Ｒ
Ｆ
会
員
の
若
手
と

と
も
に
、
藻
類
開
発
な
ど

の
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

現
場
見
学
や
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
成
功
者
な
ど
と
の
議

論
を
行
う
と
と
も
に
、

チ
ー
ム
ご
と
の
発
表
会
な

は
、
今

代
〜

代
の
若

１０

２０

者
た
ち
で
す
。カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
に
向

け
た
考
え
方
や
起
業
家
マ

イ
ン
ド
の
醸
成
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
若
手
人
材

に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
マ
イ
ン

ド
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
今
年
度
も
若

手
社
員
を
対
象
と
し
た

毎
年
開
催
し
て
い
る
成

果
発
表
会
な
ど
を
通
じ
、

多
く
の
採
択
テ
ー
マ
が
国

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
民
間
企

業
と
の
共
同
研
究
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

―
―
次
世
代
を
担
う
人

材
育
成
に
つ
い
て
ご
説

明
下
さ
い
。

２
０
５
０
年
に
社
会

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

対
策
に
か
か
る
独
創
的
か

つ
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
や

人
に
対
し
て
研
究
助
成
を

行
い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
移
行

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
化
学

品
・
燃
料
・
鉱
物
化
な
ど

の
Ｃ
Ｏ
２
リ
サ
イ
ク
ル
が

期
待
で
き
る
分
野
、
Ｃ
Ｃ

Ｓ
・
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
・
Ｂ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
等
Ｃ
Ｏ
２
の
分
離

回
収
、
水
素
関
連
、
ジ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
幅
広

い
分
野
で
、
研
究
グ
ラ
ン

ト
の
公
募
を
毎
年
５
月

に
行
っ
て
い
ま
す
（
１
件

あ
た
り
の
助
成
額
は
一
千

万
円
程
度
）。
過
去
４
年

間
で
延
べ

件
の
研
究

５６

テ
ー
マ
を
採
択
し
ま
し
た
。

とした地方創生に貢献
CO2吸収源に係る取組みを加速～

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す

る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

―
―
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
研
究
助

成
活
動
に
つ
い
て
ご
説

明
下
さ
い
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
研
究
助
成
活

動
は
、
企
業
や
大
学
等
に

埋
も
れ
て
い
る
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
や
気
候
変
動

倣
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。カ

ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

の
達
成
の
た
め
に
は
、省
エ

ネ
や
脱
炭
素
と
称
す
る

再
エ
ネ
の
普
及
な
ど
だ
け

で
は
困
難
で
す
。
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
考

え
方
、そ
し
て
、そ
の
技
術

開
発
の
進
展
は
、
カ
ー
ボ

例
え
ば
、
植
物
は
Ｃ
Ｏ

２
を
原
料
に
炭
素
化
合

物
を
合
成
し
て
自
然
に
供

す
る
役
割
を
担
い
、ま
た
、

私
た
ち
人
を
含
め
た
生

物
の
体
は
炭
素
を
骨
格
に

し
た
物
質
で
成
り
立
ち
、

地
球
全
体
で
の
炭
素
循
環

の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
問
題
の

本
質
は
、
人
類
が
産
業
革

命
以
降
あ
ま
り
に
も
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
化
石
燃
料
を

利
用
・
燃
焼
さ
せ
て
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
自
然
の
バ

ラ
ン
ス
を
超
え
て
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２
が
増
え
て
し
ま

っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

徹
底
し
た
排
出
削
減

を
し
て
も
、
２
０
５
０
年

に
Ｃ
Ｏ
２
は
排
出
ゼ
ロ
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
、
す
な
わ

ち
、
Ｃ
Ｏ
２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
徹
底
し

た
排
出
削
減
後
、
ど
う
工

夫
し
て
も
排
出
す
る
こ
と

に
な
る
Ｃ
Ｏ
２
」と「
科
学

技
術
の
力
で
固
定
化
・
資

源
化
さ
せ
る
Ｃ
Ｏ
２
」
を

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
、
実
質
の

排
出
量
を
差
し
引
き
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
人
類
が
果
た

す
べ
き
は
、
こ
の
増
え
す

ぎ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
資
源
と
し

て
活
用
・
循
環
さ
せ
、
自

然
本
来
の
バ
ラ
ン
ス
に
戻

す
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
植
物
な
ど
の
自
然

の
力
を
借
り
る
こ
と
や
模

て
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や

社
会
実
装
の
実
現
な
ど

を
目
指
し
て
、
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

―
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
政
策
の
動
向
に
つ
い

て
ご
説
明
下
さ
い
。

国
の
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
政
策
で
は
、
２
０
２

３
年
２
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ

Ｘ
）
実
現
に
向
け
た
基
本

方
針
に
お
い
て
、カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
な
ど
の

研
究
開
発
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
今
後

年
間

１０

で
必
要
と
試
算
さ
れ
て
い

る
１
５
０
兆
円
を
超
え

る
Ｇ
Ｘ
投
資
を
官
民
協

調
で
実
現
・
実
行
す
る
こ

と
に
加
え
て
、

兆
円
規

２０

模
の
大
胆
な
先
行
投
資

支
援
を
実
行
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、２
０
２
３
年
６

月
に
は
経
済
産
業
省
よ

り
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
公
表
さ

れ
、
開
発
し
た
技
術
の
事

業
化
に
向
け
た
支
援
の
実

施
や
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
の
環
境
価
値
を
適
切

に
評
価
で
き
る
仕
組
み
の

確
立
が
盛
り
込
ま
れ
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に

か
か
る
技
術
の
進
展
の
加

速
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

月
か
ら

月
に
か
け

１１

１２

て
Ｕ
Ａ
Ｅ
で
開
催
さ
れ
た

国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
第

回
締
約
国
会
議

２８

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

）
の
日
本
政

２８

府
主
催
で
の
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ
な

ど
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
を

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
量
と
し
て

国
連
に
報
告
す
る
こ
と
が

表
明
さ
れ
、
ま
た
、
海
洋

環
境
や
漁
業
資
源
の
保

全
に
も
価
値
が
あ
る
取

組
と
し
て
、
国
際
連
携
を

深
め
る
べ
き
こ
と
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け

た
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
の
意
義
に
つ
い
て
ご

説
明
下
さ
い
。

Ｃ
Ｏ
２
を
含
む
炭
素

化
合
物
の
多
く
は
自
然

界
由
来
で
あ
り
、
カ
ー
ボ

ン
、
す
な
わ
ち
炭
素
は
、

生
命
の
維
持
に
必
須
な
基

本
物
質
で
す
。

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
方

向
性
が
示
せ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
１
９
０
以

上
の
企
業
・
個
人
・
学
術

機
関
・
地
方
自
治
体
が
加

入
す
る
業
界
横
断
組
織

で
あ
り
、
研
究
助
成
な
ど

の
各
種
の
活
動
を
通
し

通
じ
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
の
み
な
ら
ず
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
ア
ク
セ
ス
、生
物
多

様
性
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
問
題
へ
も
同
時
に
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
中
長
期
に
わ
た
る
日

本
及
び
世
界
の
持
続
的

一
般
社
団
法
人

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ァ
ン
ド
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
の

設
立
趣
旨
に
つ
い
て
ご

説
明
下
さ
い
。

Ｃ
Ｏ
２
を
悪
者
扱
い
す

る
の
で
は
な
く
、
炭
素
の

循
環
、
す
な
わ
ち
、
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う

考
え
方
に
立
脚
し
た
「
循

環
炭
素
社
会
」
の
構
築
を

２
０
１
９
年
８
月
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
ド
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
が
設

立
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
循
環
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
し
、
約
１
９
０
以
上
の

企
業
・
個
人
・
学
術
機
関
・
地
方
自
治
体
が
加
入
す
る
業
界
横
断
組
織
で
あ

る
。
寄
付
金
を
原
資
と
し
た
広
報
活
動
や
研
究
助
成
活
動
等
を
通
し
て
、カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支
援
を
行
う
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
い
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｆ
を
訪
ね
、
橋
口
専
務
理
事
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

一般社団法人
カーボンリサイクルファンド

（ＣＲＦ）
専務理事

橋口　昌道氏

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」

業
界
横
断
、
産
学
官
連
携
で
社
会
実
装
を
加
速

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
提
言

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
異

業
種
の
仲
間
た
ち
と
、
周

囲
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

設
定
し
た
課
題
に
向
け
た

解
決
力
の
大
き
な
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

今
後
の
活
躍
に
大
き
な
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
地
方
に

お
い
て
の
取
組
に
つ
い

て
ご
説
明
下
さ
い
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向

け
て
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
分
離

回
収
か
ら
輸
送
、
利
用
・

貯
留
を
行
う
Ｃ
Ｏ
２
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
が
必

要
で
す
。

２
０
２
２
年
度
か
ら

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の

モ
デ
ル
事
業
化
を
「
社
会

実
装
ワ
ー
キ
ン
グ
」と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
は
、広

島
県
の
竹
原
市
を
中
心

と
し
て
、
広
島
県
・
竹
原

市
、
地
場
企
業
や
Ｃ
Ｒ
Ｆ

会
員
企
業
が
議
論
す
る

場
を
設
け
ま
し
た
。
竹
原

市
で
の
議
論
に
参
加
し
た

企
業
か
ら
は
、
広
島
県
独

自
の
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
研
究
・
実
装
支
援
制
度

で
あ
る
「H

IRO
SH
IM
A

C
A
RB
O
N
C
IRC
U
LA
R

PR
O
JE
C
T

」
に
複
数
採

択
さ
れ
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
か
ら
も

事
業
化
に
向
け
た
支
援

会員一覧
　　131法人、26個人、15自治体、19学術　(2024 年 1月 1日時点 )

～業種を超えた連携によるカーボンリサイクルの実現～

＜化学＞
旭化成株式会社
ＡＧＣ株式会社
キャポットジャパン株式会社
ＪＳＲ株式会社
積水化学工業株式会社
ＤＩＣ株式会社
デンカ株式会社
東レ株式会社
戸田工業株式会社
BASFジャパン株式会社
丸善工業株式会社
三井化学株式会社
三菱ガス化学株式会社
三菱ケミカルグループ�
ライオン株式会社

＜電力＞
電源開発株式会社
東京電力ホールディングス�
中国電力株式会社

＜精密・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ＞
ウシオ電機株式会社
Orbray 株式会社
� GSユアサ
株式会社島津製作所
古河電気工業株式会社

＜エネルギー＞
出光興産株式会社
伊藤忠エネクス株式会社
�ＩＮＰＥＸ
ENEOSホールディングス�
大阪ガス株式会社
山陰酸素工業株式会社
石油資源開発株式会社
東京エコサービス株式会社
東京ガス株式会社
東芝エネルギーシステムズ�
日本コークス工業株式会社
株式会社日立製作所

＜ＣＯ2利用 ･再
エネ・リサイクル＞
株式会社環境システムズ
�ＣＯ 2資源化研究所
地熱技術開発株式会社

株式会社ユーグレナ
株式会社レブセル

＜鉄・セメント＞
會澤高圧コンクリート株式会社
神島化学工業株式会社
株式会社神戸製鋼所
住友大阪セメント株式会社
日本製鉄株式会社
太平洋セメント株式会社
三井金属鉱業株式会社
UBE三菱セメント株式会社

＜商社＞
伊藤忠商事株式会社
ＪＦＥ商事株式会社
住友商事株式会社
西華産業株式会社
双日株式会社
東京産業株式会社
東京貿易ホールディングス�
豊田通商株式会社
丸紅株式会社
三井物産株式会社
三菱商事株式会社

＜重工業＞
株式会社ＩＨＩ　
川崎重工業株式会社
住友重機械工業株式会社
三菱重工業株式会社

＜エンジニアリング＞
アルヴォス株式会社
株式会社荏原製作所
株式会社クボタ
JFEエンジニアリング株式会社
千代田化工建設株式会社
東洋エンジニアリング株式会社
日揮ホールディングス株式会社
日鉄エンジニアリング株式会社
日本ガイシ株式会社
�日立パワーソリューションズ
株式会社フソウ
株式会社三井E&S
株式会社三井三池製作所
横河電機株式会社
＜印刷 ･映像 ･翻訳＞
大日本印刷株式会社

TOPPAN株式会社
株式会社サン・フレア

＜自動車 ･自動車部品＞
愛三工業株式会社
豊田合成株式会社
日産自動車株式会社
日本特殊陶業株式会社

＜航空・交通・輸送＞
瀬野汽船株式会社
株式会社ジャムコ

＜土木・建設・不動産＞
株式会社 FKGコーポレーション
株式会社大林組
大森建設株式会社
鹿島建設株式会社
株式会社熊谷組
清水建設株式会社
新日本空調株式会社
大成建設株式会社
太平電業株式会社
株式会社竹中工務店
東亜建設工業株式会社
Dome Gold Mines Ltd.
�日立プラントサービス
ヒューリック株式会社
�福祉開発研究所
�フューチャーエステート
�ベルテクスコーポレーション
株式会社豊正
三井不動産株式会社
若築建設株式会社

＜金融関連＞
�大和証券グループ本社
東京海上日動火災保険（株）
日本生命保険相互株式会社
富国生命保険相互株式会社
�みずほフィナンシャルグループ
�三井住友銀行
三井トラスト・パナソニック
　　ファイナンス株式会社
�三菱ＵＦＪ銀行

＜食品＞
アサヒクオリティ アンド
イノベーションズ株式会社

＜ＩＴ・分析・評価＞
� KDDI 総合研究所
株式会社電通総研
富士通株式会社
ボストン・コンサルティング・
　　グループ合同会社
みずほリサーチ＆
テクノロジーズ株式会社

株式会社三菱総合研究所

�小売・消費財�
株式会社 TBM

＜その他関連団体等＞
住石貿易株式会社
（一財）カーボンフロンティア機構
JX 金属戦略技研株式会社
（一財）電力中央研究所
（公財）名古屋産業科学研究所
（一財）日本エネルギー経済研究所
（一社）コンビナート連携推進機構

＜個人会員（5名以
下の組織の代表）＞
会員数 26 名

＜自治体会員＞
秋田県
香川県
群馬県安中市
長崎県西海市
広島県
広島県大崎上島町
広島県竹原市
福岡県大牟田市
北海道
北海道苫小牧市
北海道三笠市
山形県
山形県酒田市
山口県
山口県周南市
＜学術会員＞
学校法人東京理科大学
国立大学法人長崎大学
衛星地球観測コンソーシアム
個人会員 16 名
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大
学
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
等
の
基
礎
的
研
究
を
支
援

４
年
間
で
延
べ

件
の
研
究
を
助
成

５６

過
去
の
成
果
が

基
金
等
の
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択

GI

３
面
に
続
く

カーボンニュートラルとは

(一社 )カーボンリサイクルファンド

研究助成 2023 年度採択テーマ16件

  研究助成

国プロジェクト・企業共同研究への採択例

2022 年度研究助成活動成果報告会



（3）　　　　　２０２４年（令和６年）１月３０日

が
本
来
持
っ
て
い
る
機
能

を
活
か
し
た
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

カ
ー
ボ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」の
具

現
化
に
向
け
、
Ｃ
Ｏ
２
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
を
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
連
携
を
通
じ
て
推
進
す

る
意
思
を
全
世
界
に
向
け

て
発
信
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
今
後
も
会

員
企
業
に
寄
り
添
っ
て
、ま

た
、一
体
と
な
っ
て
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

少
し
で
も
ご
興
味
を
持
っ

て
頂
け
ま
し
た
ら
い
つ
で

も
、
お
声
を
か
け
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

戦
し
て
い
く
わ
け
で
す
か

ら
、
人
類
の
叡
智
を
結
集

す
べ
く
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
含
め

た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
組
に
つ
い
て
は
、
ま
す
ま

す
産
学
官
連
携
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
は
一
国
だ
け
で
目
指

す
も
の
で
は
な
く
、
地
球

全
体
で
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
国
際
連
携
に
も
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
９
月
に
は
「
第
５

回
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

国
際
会
議
」
が
広
島
市
で

開
催
さ
れ
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
満

岡
次
郎
会
長
が
開
会
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
登
壇
・
講
演
し
ま

し
た
。満
岡
会
長
は
、地
球

あ
り
、
認
証
手
法
の
効
率

化
・
低
コ
ス
ト
化
に
向
け

て
民
間
企
業
の
知
恵
を
結

集
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
産
学
官
連

携
や
国
際
連
携
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

今
後
、
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
と
い
う
難
題
に
挑

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
「
Ｊ

�
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
制

度
を
創
設
す
る
な
ど
ク
レ

ジ
ッ
ト
化
の
動
き
も
進
ん

で
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
Ｃ
Ｏ
２
吸

収
量
の
測
定
に
ダ
イ
バ
ー

や
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
る
た

め
に
コ
ス
ト
が
高
く
収
益

性
が
低
い
と
い
う
課
題
が

徴
で
す
。

ま
た
、
水
産
資
源
の
改

善
や
漁
業
振
興
・
観
光
資

源
創
出
な
ど
の
多
く
の
コ

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
享
受
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研

究
組
合
（
Ｊ
Ｂ
Ｅ
）
が
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た

る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
も

注
目
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
吸

収
し
た
炭
素
が
土
壌
・
海

水
へ
の
難
分
解
性
物
質
と

し
て
海
底
に
蓄
積
さ
れ
る

た
め
、
炭
素
貯
留
の
期
間

が
数
百
〜
数
千
年
と
非

常
に
長
く
Ｃ
Ｏ
２
固
定

効
果
が
大
き
い
こ
と
が
特

ボ
ン
な
ど
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収

源
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
企
業
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
拡
大
に

向
け
た
取
組
の
推
進
を

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
年
度
よ
り
、
新
た
に

植
林
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
、
ま
ず
は
木
材
の
活
用

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
固
定
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
機
会

と
し
て
、
早
生
桐
の
植
林

イ
ベ
ン
ト
を
昨
年
６
月
に

埼
玉
県
東
松
山
市
で
開

催
し
ま
し
た
。
伐
採
し
た

木
は
集
成
材
な
ど
の
建

築
資
材
、家
具
・
工
芸
品
、

あ
る
い
は
バ
イ
オ
燃
料
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
内
に

「
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
検
討

会
」
を
設
置
し
Ｃ
Ｏ
２
吸

収
・
固
定
の
評
価
、
資
源

分
配
ル
ー
ル
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
、
情
報
交
換

や
検
討
を
開
始
し
ま
し

た
。議

論
に
お
い
て
、
地
域

ご
と
の
特
性
を
活
か
し
た

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
事
例
を
積
み
重
ね
る
と

と
も
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
国

際
的
な
枠
組
み
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
、
行
政
や
国

際
社
会
に
対
し
て
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。Ｃ

Ｒ
Ｆ
は
海
洋
に
お

け
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
で
あ

大
牟
田
市
は
か
つ
て
炭

鉱
の
石
炭
資
源
を
背
景

と
し
た
石
炭
化
学
工
業
で

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
現

在
も
複
数
の
化
学
工
業

が
立
地
し
て
重
要
な
産
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
廃
棄
物
固
形
燃

料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
発
電
施
設

を
中
心
と
し
た
環
境
リ
サ

イ
ク
ル
産
業
に
力
を
入
れ

る
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
に
対
す
る
関
心
が

非
常
に
高
い
地
域
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
富
な
日
照
量

を
利
用
し
た
太
陽
光
発

電
事
業
が
大
牟
田
市
お

よ
び
周
辺
地
域
に
数
多

く
立
地
し
て
お
り
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

と
い
う
点
か
ら
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
こ
の
よ
う
な

地
域
特
性
や
産
業
構
造

に
着
目
し
て
お
り
、
Ｒ
Ｄ

Ｆ
発
電
施
設
由
来
の
グ

リ
ー
ン
な
Ｃ
Ｏ
２
や
太
陽

光
発
電
由
来
の
グ
リ
ー
ン

な
水
素
を
活
用
し
て
有

用
な
燃
料
や
化
学
品
な

ど
を
生
産
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ

（C
arbon

dioxide
C
apt

ure
and
U
tilization：

二
酸
化
炭
素
の
分
離
回

収
と
有
効
利
用
）
事
業
の

可
能
性
が
高
い
と
考
え
て

お
り
、
地
元
企
業
や
会
員

企
業
と
連
携
し
て
、
大
牟

田
地
域
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ

Ｕ
実
証
事
業
の
展
開
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

―
―
今
年
度
よ
り
新
た

に
開
始
し
た
Ｃ
Ｏ
２
吸

収
源
に
対
す
る
取
組
に

つ
い
て
ご
説
明
下
さ
い
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向

け
て
は
、
徹
底
し
た
排
出

削
減
し
た
後
に
も
残
る
Ｃ

Ｏ
２
を
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る

手
段
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ボ
ン
や
ブ
ル
ー
カ
ー

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取

組
を
他
の
地
域
に
も
広

げ
る
べ
く
、
今
年
度
は
山

形
県
酒
田
市
、
福
岡
県
大

牟
田
市
の
２
地
域
で
、
新

た
に
社
会
実
装
に
向
け
た

議
論
を
開
始
し
ま
し
た
。

―
―
山
形
県
酒
田
市
に

お
け
る
取
組
に
つ
い
て

ご
説
明
下
さ
い
。

酒
田
市
に
は
酒
田
港

と
庄
内
空
港
が
あ
り
、
か

つ
て
は
北
前
船
の
寄
港
地

と
し
て「
西
の
堺
、東
の
酒

田
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、

東
北
地
方
の
日
本
海
沿

岸
に
お
け
る
物
流
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
十
六
人
衆
と

い
う
自
治
組
織
に
よ
り
街

が
運
営
さ
れ
て
い
た
時
代

も
あ
り
、シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

が
高
い
文
化
風
土
も
あ
る

た
め
、
非
常
に
高
い
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

２
０
２
３
年

月
に

１０

は
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法

に
基
づ
く
促
進
区
域
の
指

定
等
で
「
有
望
区
域
」
に

新
た
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
洋
上
風
力
発
電
に
よ

る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
に
お
い
て
も
、
素

材
産
業
、
電
子
産
業
が
立

地
す
る
だ
け
で
な
く
、
豊

か
な
自
然
を
生
か
し
た
農

業
・
水
産
業
も
盛
ん
で
あ

り
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

分
野
に
お
い
て
も
様
々
な

オ
プ
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き

る
地
域
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

に
携
わ
る
人
材
が
こ
の
地

区
に
集
ま
り
定
着
し
、
日

本
海
沿
岸
地
域
が
有
機

的
に
連
携
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

―
―
福
岡
県
大
牟
田
市

に
お
け
る
取
組
に
つ
い

て
ご
説
明
下
さ
い
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
カ
ギ
は
地
方
創
生

地
域
に
お
け
る
企
業
間
連
携
を
推
進

吸
収
源
拡
大
に
向
け
た
取
組
も
開
始

カーボンリサイクルを軸
～社会実装ワーキンググループ活動と

経　産　新　報 ［カーボンニュートラルへの挑戦］

次世代育成：カーボンリサイクル大学 3期目

地方創生：大牟田ワーキング

地方創生：酒田・庄内ワーキングCO2吸収源拡大に向けた取組

　　　　　第 5回カーボンリサイクル産学官国際会議
　　　　　満岡CRF会長講演およびポスター展示
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【
地
域
共
生
部
門
】

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
用
し
た

脱
炭
素
型
地
域
内
循
環
の
創
出

株
式
会
社
ビ
オ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
半
田

株
式
会
社
に
じ
ま
ち

【
地
域
共
生
の
概
要
】

本
事
業
は
半
田
市
バ

イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
「
ト
リ
ジ
ェ
ネ
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
植
物
工
場
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
し
て
官
民
連

携
に
よ
る
地
域
課
題
の

解
決
と
農
業
を
通
じ
た

脱
炭
素
型
地
域
循
環
構

築
に
よ
る
街
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。

ビ
オ
ぐ
る
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
で
は
、

食
品
系
・
畜
産
系
の
地
域

バ
イ
オ
マ
ス
原
料
を
メ

タ
ン
発
酵
（
高
温
・
中
温

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
）

し
、
発
生
す
る
バ
イ
オ
ガ

ス
を
燃
料
と
し
た
発
電

を
行
っ
て
お
り
、
電
気
は

場
内
利
用
後
に
系
統
線

を
通
じ
て
売
電
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ

利
用
、
将
来
は
地
域
電
力

会
社
に
販
売
予
定
）、
熱

は
水
蒸
気
に
変
換
し
場

内
利
用
、
排
ガ
ス
は
隣
接

の
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
へ
熱
源
・
Ｃ
Ｏ

ン
な
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
や
バ
イ
オ
ガ

ス
化
に
際
し
て
は
、
原
料

の
幅
が
広
が
り
、
発
酵
期

間
の
短
縮
化
が
可
能
な

中
温
発
酵
と
高
温
発
酵

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
メ
タ
ン
発
酵
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
企
業
・

金
融
機
関
・
行
政
と
の
連

携
を
図
っ
て
お
り
、
政
府

系
金
融
機
関
も
出
資
し

て
お
り
事
業
の
持
続
性

は
高
い
。

排
熱
及
び
排
ガ
ス
（
Ｃ
Ｏ

２
源
）
を
隣
接
す
る
バ
イ

オ
フ
ァ
ー
ム
で
農
業
利

用
し
て
い
る
。

ま
た
、
廃
棄
物
と
し
て

発
生
す
る
バ
イ
オ
液
肥

は
地
域
の
農
場
で
肥
料

と
し
て
利
用
、
地
域
で
の

新
規
雇
用
を
実
施
す
る

な
ど
地
域
産
業
へ
の
貢

献
が
大
き
く
高
く
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
。

排
ガ
ス
を
バ
イ
オ
フ

ァ
ー
ム
で
Ｃ
Ｏ
２
源
と

し
て
直
接
利
用
す
る
た

め
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
機

に
は
排
ガ
ス
が
ク
リ
ー

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

本
取
り
組
み
は
、
食
品

系
、
畜
産
系
等
の
地
域
の

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
収

集
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

を
行
う
と
と
も
に
バ
イ

オ
肥
料
と
し
て
地
域
で

利
用
す
る
地
域
内
で
の

経
済
循
環
を
狙
い
と
し

た
事
業
で
あ
る
。

地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
を
収
集
、
メ
タ
ン
発

酵
に
よ
り
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
（
８
０
０
�
）
を
行

い
、
発
電
時
に
発
生
す
る

２
源
と
し
て
供
給
。

ま
た
、
ガ
ス
化
後
に
残

る
消
化
液
は
液
体
や
固

形
の
バ
イ
オ
液
肥
と
し

て
周
辺
農
地
で
肥
料
利

用
す
る
取
組
み
を
開
始
。

バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
で
は
、
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
か
ら
供
給
さ

れ
る
排
ガ
ス
を
熱
源
・
Ｃ

Ｏ
２
源
と
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
、
栽
培
施
設
内

は
複
合
環
境
制
御
装
置

や
ス
マ
ー
ト
農
業
設
備

に
よ
る
生
産
性
向
上
が

図
ら
れ
て
お
り
、
栽
培
技

術
と
の
融
合
に
よ
り
高

品
質
・
多
収
量
化
を
実

現
。
栽
培
に
必
要
な
化
石

燃
料
ゼ
ロ
の
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
ミ
ニ
ト
マ
ト

生
産
（
商
品
名
：
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ａ
ミ
ラ
ト
マ
ト
）
を
行

っ
て
お
り
、
脱
炭
素
型
で

地
域
循
環
型
の
半
田
ブ

ラ
ン
ド
農
作
物
を
実
現
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

一
般
財
団
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

団
は

日
、
令
和

１１

５
年
度
「
新
エ
ネ

大
賞
」
受
賞
案
件

を
決
定
し
た
。
本

年
度
は
、
経
済
産

業
大
臣
賞
１
件
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
賞
２
件
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

団
会
長
賞

件
、

２０

審
査
委
員
長
特
別

賞
３
件
、
の
合
計

件
を
新
エ
ネ
大

２５賞
に
選
出
し
た
。

表
彰
式
は
、
令
和

６
年
１
月

日
３１

（
水
）

：

〜

１４

００

：

、
T
O
C

１５

３０

有
明
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
W
E

S
T
1
〜
3
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
る
。

電
池
か
ら
非
常
用
負
荷
へ

電
力
供
給
で
き
る
た
め
、

導
入
す
る
定
置
用
蓄
電

池
の
容
量
を
小
さ
く
抑

え
る
こ
と
も
可
能
。
上
記

の
課
題
を
同
時
に
解
決

す
る
手
段
と
し
て
効
果
的

な
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
、
太
陽
電
池
、
蓄

電
池
、
車
載
蓄
電
池
間
の

電
力
融
通
を
全
て
直
流

で
行
う
シ
ス
テ
ム
と
し
た

こ
と
で
、
太
陽
光
発
電
の

電
力
を
よ
り
無
駄
な
く

活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。

本
製
品
は
、
産
業
用
途

の
蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
Ｖ
２

Ｘ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
再
エ
ネ
お
よ
び
電
動
車

の
活
用
に
貢
献
す
る
も
の

で
、
尚
且
つ
機
器
間
の
電

力
融
通
を
直
流
で
行
う

昨
今
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
た
め
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
電
動

車
の
活
用
推
進
や
、
多
発

す
る
異
常
気
象
に
よ
る

停
電
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
強

化
が
企
業
・
自
治
体
の
共

通
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
、
ニ

チ
コ
ン
は
従
来
の
蓄
電
シ

ス
テ
ム
と
Ｅ
Ｖ
用
充
放
電

器
（
Ｖ
２
Ｘ
）
を
組
み
合

わ
せ
て
直
流
の
電
力
融
通

を
行
う
産
業
用
途
の
シ
ス

テ
ム
商
品
を
開
発
し
２
０

２
２
年
６
月
に
発
売
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
太
陽

光
発
電
の
電
力
を
電
動

車
に
充
電
す
る
こ
と
で
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の
電
動

車
の
運
用
を
実
現
。
ま
た

停
電
時
に
は
車
載
用
蓄

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

本
商
品
は
、
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を
搭
載
す
る

蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
Ｅ
Ｖ
用

充
放
電
器
を
組
み
合
わ
せ

た
シ
ス
テ
ム
商
品
で
あ
る
。

太
陽
電
池
、
定
置
用
蓄

電
池
、
車
載
用
蓄
電
池
の

間
で
直
流
で
の
電
力
融
通

を
行
う
こ
と
で
、
従
来
の
交

流
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
損
失

を
大
幅
に
低
減
し
、
太
陽

光
発
電
の
電
力
を
無
駄
な

く
活
用
で
き
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。
直
流
給
配
電

分
野
の
製
品
と
し
て
今
後

の
展
開
を
期
待
す
る
。

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の

概
要
】 【

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

タ
イ
ト
ル

太
陽
光
発
電
設
備
、Ｅ
Ｖ

用
充
放
電
の
間
を
直
流
連
系
す
るD

C
-

B
us
M
ulti-C

onnection

蓄
電
シ
ス
テ
ム

ニ
チ
コ
ン
株
式
会
社

た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

点
で
優
れ
て
お
り
、ニ
チ
コ

ン
が
業
界
に
先
駆
け
て
発

売
し
た
製
品
で
あ
る
。

な
お
本
製
品
の
導
入
に

際
し
て
、
機
器
費
・
工
事

費
が
対
象
と
な
る
環
境

省
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
も
可
能
。

【
特
長
】

○
拡
張
性…

蓄
電
シ
ス
テ

ム
１
台
に
Ｖ
２
Ｘ
を
最

大
３
台
ま
で
接
続
可
能
。

○
Ｂ
Ｃ
Ｐ
機
能
強
化…

停
電
時
に
は
電
動
車
を

蓄
電
池
と
し
て
活
用
。
よ

り
長
時
間
の
給
電
が
可

能
と
な
る
。

○
優
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

【
導
入
活
動
部
門
】

新
た
な
手
法
で
工
事
費
を
大
幅
に
抑
制

し
、特
高
受
電
工
場
へ
太
陽
光
を
導
入

パ
ナ
ソ
ニッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

パ
ナ
ソ
ニッ
ク
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｆ
Ｄ

部
に
な
い
と
、
多
く
の
場

合
、
Ｓ
Ｆ
６
ガ
ス
を
封
入

し
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
い
う
設

備
が
あ
る
た
め
、
大
が
か

り
な
工
事
が
必
要
と
な

る
。

〇
今
回
、
Ｒ
Ｐ
Ｒ
（
逆
電

力
リ
レ
ー
）
と
Ｕ
Ｐ
Ｒ

（
不
足
電
力
リ
レ
ー
）
の

機
能
を
持
つ
継
電
器
を
、

ト
ラ
ン
ス
直
下
の
高
圧

部
に
設
置
し
、
送
配
電
事

業
者
が
要
請
す
る
「
系
統

事
故
時
３
秒
以
内
の
発

電
停
止
」
が
で
き
る
こ
と

を
理
論
と
実
証
の
両
面

か
ら
証
明
し
、
大
工
事
を

回
避
。

〇
２
Ｍ
Ｗ
ク
ラ
ス
の
太

陽
光
発
電
を
工
場
に
設

置
し
、
工
事
費
約
２
億
円

削
減
、
工
期
約
１
年
短
縮

と
い
う
成
果
を
生
み
出

器
）
を
自
社
の
特
高
変
電

所
の
高
圧
側
に
設
置
し
、

通
信
線
を
通
じ
て
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
に
遮
断
指
令
を
送

る
こ
と
で
、
確
実
に
高
速

遮
断
で
き
る
こ
と
を
実

証
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
太

陽
光
発
電
（
２
Ｍ
Ｗ
ク
ラ

ス
）
の
導
入
に
際
し
て
、

変
電
所
の
大
幅
な
改
造

工
事
が
不
要
と
な
り
、
工

事
費
の
大
幅
削
減
や
工

期
の
大
幅
短
縮
化
を
可

能
と
し
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。

【
導
入
活
動
の
概
要
】

〇
特
高
受
電
工
場
に
太

陽
光
発
電
を
設
置
す
る

場
合
、
地
絡
過
電
圧
継
電

器
（
Ｏ
Ｖ
Ｇ
Ｒ
）
が
特
高

【
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
】

本
取
り
組
み
は
、
大
規

模
工
場
（
特
高
受
電
工

場
）
に
太
陽
光
発
電
を
導

入
す
る
場
合
、
工
場
内
の

変
電
所
の
大
幅
な
改
造

工
事
を
伴
わ
な
い
導
入

方
法
を
実
現
し
た
も
の
。

太
陽
光
発
電
を
高
圧

以
上
の
配
電
線
に
連
系

す
る
場
合
、
系
統
の
地
絡

事
故
が
発
生
し
た
際
、
逆

潮
流
が
起
き
な
い
よ
う

に
瞬
時
に
検
知
し
太
陽

光
発
電
か
ら
の
出
力
を

停
止
す
る
た
め
の
継
電

器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
継
電
器
と
し
て
、

高
速
遮
断
を
担
保
す
る

継
電
器
（
デ
ジ
タ
ル
継
電

経

済

産

業

大

臣

賞

し
た
。
さ
ら
に
電
力
購
入

契
約
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
＊
）
に
よ

る
電
気
代
合
理
化
は
約

２
０
０
０
万
円
／
年
。Ｃ

Ｏ
２
削
減
は
約
１
０
０

０
ト
ン
／
年
。

【
特
長
】

①
先
進
性：
特
高
直

下
の
高
圧
部
に
２
０
２

２
年
に
一
般
発
売
さ
れ

た
ば
か
り
の
高
速
作
動

す
る
デ
ジ
タ
ル
継
電
器

を
設
置
。
高
速
を
活
か
せ

る
よ
う
に
、
機
器
配
置
を

工
夫
し
た
新
た
な
方
法

で
接
続
し
、２
０
２
３
年

４
月
よ
り
発
電
を
開
始
。

②
独
創
性：

「
電
気
設

備
の
技
術
基
準
」
に
て
送

配
電
事
業
者
が
要
求
す

る
、
系
統
事
故
発
時
の

連絡先

◎パナソニック ホールディングス株式会社

　プラットフォーム本部　山崎　幸一

◎パナソニック エナジー株式会社

　二色の浜工場　佐藤　実

◎株式会社ＦＤ　（エフディー）　　富本　剛史
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工
場
内
変
電
所
の
大
幅
な
改
造
工
事
が
不
要

太
陽
光
発
電
（
２
Ｍ
Ｗ
ク
ラ
ス
）
が
導
入
可
能

工
事
費
約
２
億
円
削
減
、
工
期
約
１
年
短
縮

連絡先
株式会社ビオクラシックス半田

TEL0569-27-8106
E-mail bioguru@biokurasix.jp

株式会社にじまち
TEL0569-27-8827

E-mail matsuda@nijimachi.jp
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

連絡先
ニチコン株式会社

NECST 事業本部　事業戦略室
理事

蓮沼 正彦
tel:075-241-2564
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蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
Ｅ
Ｖ
用
充
放
電
器
を
組
み
合
わ
せ

従
来
の
交
流
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
損
失
を
大
幅
低
減

太
陽
光
発
電
の
電
力
を
よ
り
無
駄
な
く
活
用

換
効
率…

太
陽
電
池
、
定

置
用
蓄
電
池
、
車
載
用
蓄

電
池
の
間
で
直
流
の
電
力

融
通
を
行
う
。

直
流
／
交
流
の
変
換

を
行
う
場
合
と
比
較
し

て
４
〜
７
％
の
効
率
が

改
善
。

システム構成イメージ

３
・
０
秒
以
内
の
高
速
解

列
を
理
論
的
＆
実
験
的

に
証
明
し
て
、
発
電
稼
働

を
実
現
。

官
民
連
携
で
地
域
課
題
解
決
と
農
業
を
通
じ
た
脱
炭
素
型
地
域
循
環
構
築

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
肥
料
と
し
て
地
域
内
で
利
用
す
る
経
済
循
環

発
電
時
発
生
の
Ｃ
Ｏ
２
を
隣
接
す
る
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
で
農
業
利
用

発
酵
期
間
の
短
縮
化
が
可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
メ
タ
ン
発
酵
も

　パナソニック エナジー株式会社　二色の浜工場 
　太陽光発電　合計パネル容量 2055.74kW
　　　　　　　　     PCS容量 1424.55kW
� 2023 年 4月より順次発電開始

「新エネ大賞」受賞事例講演のお知らせ　【主催】再生可能エネルギー協議会
　◎2024 年 2月 2日（金） 14:30-15:30　無料 事前登録　会場：ステージA（東 8ホール）
　　講演①「新たな手法で工事費を大幅に抑制し、特高受電工場に太陽光を導入」
　　パナソニックホールディングス株式会社　プラットフォーム本部　エネルギー事業開発室　主幹　山崎幸一氏
　　パナソニックエナジー株式会社　企画センター 施設管理部 エナジーデバイス施設環境課　課長　佐藤実氏
　　パナソニックファシリティーズ株式会社　関西第二事業所　ＦＭ三課　井上昭氏
　　株式会社 FD　技術工事部　シニアエキスパート　富本剛史氏
　◎ 2024 年 2月 2日（金） 15:30-16:30　無料 事前登録　会場：ステージA（東 8ホール）
　　講演②「地域バイオマス資源を活用した脱炭素型地域内循環の創出」
　　株式会社ビオクラシックス半田　取締役事業本部長　猪飼 幸輝氏
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経済産業大臣賞 1 件
(導入活動部門 )
　案件名 : 新たな手法で工事費を大幅に抑制し、特高受電工場へ太陽光を導入
　受賞者 : パナソニックホールディングス (株 )、パナソニックエナジー (株 )、(株 )FD

資源エネルギー庁長官賞 1 件
(地域共生部門 )
　案件名 : 地域バイオマス資源を活用した脱炭素型地域内循環の創出
　受賞者 : ( 株 ) ビオクラシックス半田、(株 )にじまち

新エネルギー財団会長賞 20 件
(商品・サービス部門 )
　案件名 : 業界初のテナントニーズに応じた最適な再エネ電力提供「住友不動産のグリーン電力プラン」
　受賞者 : 住友不動産 (株 ) 東京電力エナジーパートナー (株 )
( 商品・サービス部門 )
　案件名 : 既存水道施設を活用した自治体の費用負担ゼロのマイクロ水力発電事業
　受賞者 :( 株 )DK-Power
( 商品・サービス部門 )
　案件名 : 中容量 EV用急速充電器 「HFR1-15B11」シリーズ
　受賞者 :( 株 ) 東光高岳
(商品・サービス部門 )
　案件名 : 太陽光発電設備、EV用充放電の間を直流連系するDC-Bus Multi-Connection 蓄電システム
　受賞者 : ニチコン (株 )
( 商品・サービス部門 )
　案件名 : 汚泥熱可溶化装置導入による排出汚泥の減量とバイオガスの増収
　受賞者 : 三菱化工機 (株 )
( 導入活動部門 )
　案件名 : 佐賀市における清掃工場を核としたエネルギーと資源循環の取り組み
　受賞者 : 佐賀市
(導入活動部門 )
　案件名 : 水道浄水を用いた大規模送水管への水力発電導入
　受賞者 : 札幌市水道局
(導入活動部門 )
　案件名 :5.1 万 kWhレドックスフロー電池システムを用いた国内初の系統側蓄電池活用による風力発電の連系拡大
　受賞者 : 住友電気工業 (株 ) 北海道電力ネットワーク (株 )
( 導入活動部門 )
　案件名 : 建設業界の再エネ導入に風穴を開けた東急建設のバーチャルPPAサービスの導入
　受賞者 : 東急建設 (株 ) ( 株 ) クリーンエナジーコネクト
(導入活動部門 )
　案件名 : 食品廃棄物のリサイクルによる地産地消型エネルギー資源利用
　受賞者 :( 株 ) 東北バイオフードリサイクル
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( 導入活動部門 )
　案件名 : 食品加工工場から排出される食品残さを活用したバイオガス発電設備
　受賞者 :( 株 ) ライフコーポレーション
(分散型新エネルギー先進モデル部門 )
　案件名 : セクターカップリングPower to Mobility を実現するAAKEL eFleet
　受賞者 : アークエルテクノロジーズ (株 )
( 分散型新エネルギー先進モデル部門 )
　案件名 : 国内初の未利用バイオマスを活用した液化バイオメタン地域サプライチェーンモデル
　受賞者 : エア・ウォーター (株 )
( 分散型新エネルギー先進モデル部門 )
　案件名 : マンションで 400kWの太陽光発電をまるごと自家消費するZEHモデル「Solei-Yu( ソレイユ )」
　受賞者 : 三菱地所レジデンス (株 ) 三菱電機 (株 ) NextPower( 株 )
( 地域共生部門 )
　案件名 : 北海道釧路市阿寒町における地域マイクログリッド事業
　受賞者 :( 株 ) 阿寒マイクログリッド、阿寒農業協同組合、(株 )エコロミ
(地域共生部門 )
　案件名 : 秋田港・能代港洋上風力発電プロジェクト
　受賞者 : 秋田洋上風力発電 (株 )
( 地域共生部門 )
　案件名 : 焼酎廃液から燃料用エタノール、ペレットを製造し、再利用する、バイオエナジー事業
　受賞者 :( 株 ) 穴吹ハウジングサービス
(地域共生部門 )
　案件名 : 神戸東部新都心地域への脱炭素化した地域冷暖房用熱エネルギーの体制確立と供給
　受賞者 : 神戸熱供給 (株 )、(株 )神戸製鋼所、関西電力 (株 )、大阪ガス (株 )
( 地域共生部門 )
　案件名 :「百年の森林構想」から「生きるを楽しむ」̃だれひとり、取り残さない村の取組 ̃
　受賞者 : 西粟倉村
(地域共生部門 )
　案件名 : 山の恵み (林地残材 )から余熱利用 (きくらげ )まで ̃ 地産地消型の木質バイオマス発電
　受賞者 :( 株 ) 花巻バイオマスエナジー、花巻バイオチップ (株 )、(株 )タケエイ林業

審査委員長特別賞 3 件
(導入活動部門 )
　案件名 : グリーン水素サプライチェーン構築を目指した新規電解技術の開発と海外実証
　受賞者 :ENEOS( 株 )
( 分散型新エネルギー先進モデル部門 )
　案件名 : 再生可能エネルギーをより多くのお客さまへ届ける米国コミュニティソーラー事業への参画
　受賞者 : 大阪ガス (株 )
( 分散型新エネルギー先進モデル部門 )
　案件名 : 分散電源に適したレンズ風車とそのマルチ化
　受賞者 :( 株 ) リアムウィンド
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令和 5年度「新エネ大賞」受賞案件



（5）　　　　　　　２０２４年（令和６年）１月３０日 経　産　新　報 ［カーボンフットプリント］

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
見
え
る
化

と
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

経
済
産
業
省

産
業
技
術
環
境
局

環
境
政
策
課

G
X
推
進
企
画
室

増
野

圭
輔
氏

示
等
を
通
じ
、
事
業
者
の

自
主
的
な
Ｃ
Ｆ
Ｐ
の
算

定
・
把
握
や
、
官
民
に
お

け
る
グ
リ
ー
ン
製
品
の

調
達
活
動
を
促
す
こ
と

で
、
製
品
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
の
排
出

削
減
が
進
む
と
思
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
、
国
内
Ｃ

Ｆ
Ｐ
ル
ー
ル
等
の
環
境

整
備
、
グ
リ
ー
ン
調
達
の

仕
組
み
の
構
築
、
中
小
企

業
を
中
心
と
し
た
取
組

支
援
を
重
点
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
全
日
本
文

具
協
会
、
日
本
製
紙
連
合

会
、
オ
フ
ィ
ス
家
具
協

会
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界

を
支
援
対
象
団
体
と
し

て
製
品
別
算
定
ル
ー
ル

の
策
定
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
の
際
に
直
接
排
出
し

た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
に
加
え
、
そ
れ

以
外
の
間
接
的
な
排
出

量
も
含
む
形
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
由
来
排
出
係
数

の
整
備
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
官
民
で
グ

リ
ー
ン
調
達
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
値
段
が
高

く
て
も
グ
リ
ー
ン
製
品

が
買
わ
れ
る
世
界
を
創

り
出
す
こ
と
で
、
産
業
界

が
積
極
的
に
取
り
組
む

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高

め
た
い
。

そ
れ
に
は
、
国
が
率
先

し
て
グ
リ
ー
ン
製
品
を

調
達
す
る
と
と
も
に
、
脱

炭
素
に
野
心
的
な
民
間

企
業
に
は
そ
う
い
う
調

達
行
動
を
先
導
し
て
ほ

し
い
で
す
。

国
際
的
に
も
公
共
調

達
の
グ
リ
ー
ン
化
の
動

き
が
進
ん
で
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
と
し
て

も
わ
が
国
の
製
品
の
グ

リ
ー
ン
化
を
促
し
て
い

き
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

全
て
の
算
定
者
に
求
め

ら
れ
る
「
基
礎
要
件
」
を

整
理
し
ま
し
た
。
こ
の
基

礎
要
件
に
則
れ
ば
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
等
の
国
際
基
準
に
整

合
し
た
適
切
な
Ｃ
Ｆ
Ｐ

算
定
等
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

取
引
先
か
ら
異
な
る

算
定
法
で
Ｃ
Ｆ
Ｐ
出
し

て
く
れ
と
求
め
ら
れ
た

場
合
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

ル
ー
ル
に
則
る
こ
と
が

ひ
と
つ
の
基
準
と
な
る

で
し
ょ
う
。
取
引
先
ご
と

に
算
定
法
を
変
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ

た
問
題
も
一
定
程
度
解

消
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

公
共
調
達
な
ど
Ｃ
Ｆ

Ｐ
を
基
に
し
た
他
社
製

品
と
の
比
較
が
想
定
さ

れ
る
場
合
の
製
品
別
算

定
ル
ー
ル
に
盛
り
込
む

べ
き
事
項
を
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
明
記
し
て
い
ま

す
の
で
、
業
界
団
体
等
に

お
け
る
製
品
別
算
定

ル
ー
ル
の
策
定
が
促
進

さ
れ
、
公
共
調
達
等
に
も

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
優
先
的
に
一

次
デ
ー
タ
を
用
い
る
べ

き
場
合
を
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
明
示
す
る
こ
と
で
、

一
次
デ
ー
タ
の
活
用
促

進
、
ひ
い
て
は
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
排

出
削
減
が
促
進
さ
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
は
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た

取
組
み
に
な
り
ま
す
ね
。

Ｃ
Ｆ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
た
算
定
・
表

け
る
Ｃ
Ｆ
Ｐ
を
利
活
用

し
た
調
達
行
動
が
進
ん

で
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
例
え
ば
、

グ
リ
ー
ン
購
入
法
が
あ

り
ま
す
。
環
境
物
品
等
の

調
達
の
推
進
に
関
す
る

基
本
方
針
に
、「
で
き
る

限
り
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
に
わ
た
っ
て
環
境

負
荷
の
低
減
を
考
慮
す

る
」
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
適
切
に
算
定
さ

れ
た
Ｃ
Ｆ
Ｐ
に
基
づ
く

グ
リ
ー
ン
調
達
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
―
適
切
に
算
定
さ
れ

た
Ｃ
Ｆ
Ｐ
と
は
。

経
済
産
業
省
と
環
境

省
は
、２
０
２
３
年
３
月

に
Ｃ
Ｆ
Ｐ
レ
ポ
ー
ト
と

Ｃ
Ｆ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
公
表
し
ま
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

上
流
の
削
減
努
力
を
反

映
し
た
Ｃ
Ｆ
Ｐ
を
算
定

す
る
に
は
、
一
次
デ
ー
タ

つ
ま
り
実
測
値
で
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

把
握
す
る
こ
と
が
い
い

の
で
す
が
、
全
て
の
デ
ー

タ
を
集
め
る
の
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
実
現
は
困

難
で
す
。

そ
こ
で
実
務
上
、
各
産

業
の
代
表
的
な
値
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、

二
次
デ
ー
タ
と
し
て
用

い
る
の
が
主
流
で
す
。

の
に
な
り
つ
つ
あ
る
の

で
す
。

例
え
ば
、
Ｃ
Ｆ
Ｐ
に
取

組
む
Ａ
社
は
、
金
融
市
場

や
顧
客
か
ら
御
社
の
製

品
の
Ｃ
Ｆ
Ｐ
を
開
示
し

て
く
だ
さ
い
、
と
か
、
も

っ
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

削
減
し
て
く
れ
な
い
か
、

な
ど
と
要
請
さ
れ
、
そ
れ

に
応
え
る
べ
く
努
力
を

す
る
で
し
ょ
う
。

消
費
者
も
Ａ
社
の
脱

炭
素
に
関
す
る
企
業
ブ

ラ
ン
ド
や
、
Ａ
社
製
品
が

グ
リ
ー
ン
製
品
で
あ
る

か
ど
う
か
を
見
極
め
て
、

良
け
れ
ば
消
費
者
か
ら

選
択
さ
れ
る
。

Ａ
社
は
自
社
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

し
っ
か
り
把
握
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
製

品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
に
わ
た
っ
て
環
境

負
荷
を
低
減
し
た
結
果
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に

つ
な
が
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
近
づ
い

て
い
く
わ
け
で
す
。

―
―
Ｃ
Ｆ
Ｐ
は
国
内
外

で
利
活
用
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

海
外
で
は
、
米
国
、
欧

州
を
中
心
に
、
官
民
に
お

化
す
る
仕
組
み
が
不
可

欠
な
の
で
す
。

あ
る
製
品
で
考
え
る

と
、
ま
ず
原
料
調
達
、
そ

し
て
生
産
、
次
に
流
通
販

売
し
、
消
費
者
や
顧
客
に

使
用
さ
れ
、
廃
棄
・
リ
サ

イ
ク
ル
へ
と
い
う
流
れ
、

工
程
が
あ
り
ま
す
。

各
工
程
で
Ｃ
Ｏ
２
が

排
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
で
出
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
総
量
が
Ｃ
Ｆ
Ｐ
と

な
り
ま
す
。

―
―
企
業
が
Ｃ
Ｆ
Ｐ
に

取
組
む
意
義
は
。

近
年
、
気
候
変
動
問
題

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
企
業
を
取
り
巻

く
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
、
様
々
な
目
的

か
ら
Ｃ
Ｆ
Ｐ
を
企
業
に

要
請
し
始
め
て
い
る
の

で
す
。
Ｃ
Ｆ
Ｐ
は
企
業
の

競
争
力
を
左
右
す
る
も

―
―
Ｃ
Ｆ
Ｐ
と
は
ど
う

い
う
も
の
で
す
か
。

Ｃ
Ｆ
Ｐ
は
、
自
社
の
製

品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
上
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
Ｌ

Ｃ
Ａ
）
の
観
点
か
ら
算
定

し
た
も
の
で
す
。

Ｃ
Ｆ
Ｐ
に
取
組
む
こ

と
で
、
自
社
製
品
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
上
で
、
優
先

的
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

に
取
り
組
む
べ
き
工
程

を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
何
が
脱
炭
素
・
低

炭
素
製
品
（
グ
リ
ー
ン
製

品
）
な
の
か
。
そ
し
て
グ

リ
ー
ン
製
品
が
選
択
さ

れ
る
よ
う
な
市
場
を
創

り
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
基
盤
と

し
て
Ｃ
Ｆ
Ｐ
を
見
え
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

（
C
F
P
）
の
役
割
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
環
境
政
策
課
G
X
推
進

企
画
室
の
増
野
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

カーボンニュートラルに向けたカーボンフットプリント（ＣＦＰ）の役割

自
社
の
製
品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
観
点
か
ら
算
定

官
民
で
グ
リ
ー
ン
製
品
の
調
達
活
動
を
促
し

製
品
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
排
出
削
減
が
進
む
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を
密
着
さ
せ
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
す
き
間

が
あ
る
と
湿
気
な
ど
が

入
り
込
ん
で
内
部
結
露

を
来
た
し
、
断
熱
性
能
が

下
が
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
解
体
時
に
は

板
ガ
ラ
ス
が
き
れ
い
に

外
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
方
が
良
い
。
全
く
真

逆
な
話
な
の
で
す
。

し
か
し
、
Ｃ
Ｎ
の
た
め

に
は
、
課
題
を
乗
り
越
え

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
リ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
を
い
か
に
下
げ
る

か
。
い
か
に
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
の
価
値
を
認
め
て

い
た
だ
く
か
。
製
品
設
計

の
段
階
か
ら
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
考
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
板
ガ
ラ
ス
の
原

料
で
あ
る
珪
砂
は
、
近
年

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
自
然
破
壊
に
つ
な
が

る
環
境
問
題
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
一
部
の
国

で
は
「
珪
砂
の
輸
出
は
禁

止
に
し
ま
す
」
へ
と
変
わ

っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
将
来
的
に

は
珪
砂
の
確
保
も
重
大

な
課
題
と
な
っ
て
く
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

輸
入
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
国
内
に
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
資
源
で
板
ガ

ラ
ス
を
製
造
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
の
潮
流
は
「
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
Ｃ
Ｅ
）」
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
か
ら
、
板
ガ
ラ

ス
業
界
も
そ
の
潮
流
に

乗
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

当
協
会
は
、
今
年
は
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
に
も
精

力
的
に
取
組
み
、「
板
ガ

ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
元
年
」

と
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

板
ガ
ラ
ス
は
、
単
板
ガ

ラ
ス
の
時
代
に
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
量
も
結

構
あ
り
ま
し
た
が
、
複
層

ガ
ラ
ス
中
心
の
時
代
と

な
り
、
そ
の
構
造
上
、
ガ

ラ
ス
以
外
の
物
質
も
使

用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
解

体
時
に
破
砕
さ
れ
る
と

リ
サ
イ
ク
ル
が
難
し
く

な
り
ま
し
た
。

理
想
を
申
し
上
げ
る

と
、
ガ
ラ
ス
だ
け
剥
が
し

て
分
別
し
た
い
、
と
い
う

の
が
本
音
で
す
。

一
方
で
、
複
層
ガ
ラ
ス

の
性
能
を

〜

年
維

２０

３０

持
す
る
た
め
に
、
２
枚
の

ガ
ラ
ス
と
ス
ペ
ー
サ
ー

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
使
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
す

が
に
基
準
と
す
る
デ
ー

タ
の
再
検
討
、
再
評
価
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。一

方
で
、
こ
の
よ
う
な

時
代
、
い
か
に
性
能
が
良

く
て
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
大
き
い
製
品
は
市
場

か
ら
排
除
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

市
場
か
ら
建
築
用
板

ガ
ラ
ス
の
エ
ン
ボ
デ

ィ
ー
ド
カ
ー
ボ
ン
（
製

造
・
輸
送
・
廃
棄
・
リ
サ

イ
ク
ル
段
階
）
で
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
開
示
要
求

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

平
成

年
に
お
示
し

２６

め
し
し
た
「
エ
コ
ガ
ラ
ス

の
Ｌ
Ｃ
Ａ
報
告
書
」
の

デ
ー
タ
は

年
近
く
経

１０

過
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

も
現
状
に
即
し
た
条
件

設
定
に
基
づ
い
た
算
定

を
行
う
等
の
再
評
価
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
当
協
会
で
は
、

建
築
物
に
運
用
さ
れ
て

い
る
期
間
削
減
効
果
も

併
せ
て
算
出
し
、
両
方
を

開
示
す
る
こ
と
で
省
Ｃ

Ｏ
２
に
つ
な
が
る
ガ
ラ

ス
製
品
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
・
削
減

効
果
評
価
指
標
再
検
討

特
別
委
員
会
」（
座
長
：

秋
元
孝
之
芝
浦
工
業
大

学
建
築
学
部
教
授
）
を
２

０
２
２
年
８
月
に
設
置

し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

効
果
再
検
証
分
科
会
（
分

科
会
Ａ
）
と
カ
ー
ボ
ン
フ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト
分
科
会

（
分
科
会
Ｂ
）
で
検
証
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

削
減
効
果
に
係
る
研

究
は
昨
年
秋
に
ほ
ぼ
完

了
し
、
削
減
効
果
の
再
評

価
の
方
法
に
つ
い
て
は

昨
年

月

日
に
発
表

１０

３０

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

現
在
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
算
定
方
法

に
つ
い
て
最
終
段
階
の

検
討
を
実
施
し
て
お
り
、

今
春
に
は
発
表
で
き
る

予
定
で
す
。

そ
の
後
、
板
硝
子
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

算
出
方
法
を
開
示
し
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
と
カ
ー

ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

が
一
般
的
に
確
認
で
き

る
仕
組
み
を
つ
く
る
予

定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
あ
る
板

ガ
ラ
ス
１
枚
は
製
造
時

等
に
Ｃ
Ｏ
２
を
何
㎏
排

出
し
た
が
、

年
間
住
宅

２０

で
使
用
さ
れ
る
と
Ｃ
Ｏ

２
を
何
�
削
減
で
き
ま

す
、
と
い
う
こ
と
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
解
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動

は
板
硝
子
協
会
の
人
員

を
総
動
員
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
カ
レ
ッ
ト
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
板
ガ

ラ
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
使
命
で
あ
り
、
我
々

に
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
も
エ
コ
ガ
ラ
ス

Ｓ
や
太
陽
光
発
電
ガ
ラ

ス
な
ど
の
新
製
品
の
開

発
を
加
速
し
、
わ
が
国
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

実
は
、
断
熱
材
の
性
能

向
上
や
高
効
率
エ
ア
コ

ン
登
場
等
で
、
こ
の

年
１０

で
住
宅
の
性
能
も
大
変

向
上
し
て
い
ま
す
。
新
築

住
宅
で
は
省
エ
ネ
基
準

適
合
や
Ｚ
Ｅ
Ｈ
が
当
た

り
前
の
時
代
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

今
迄
の
削
減
効
果
量

は
平
成

年
に
国
土
交

２２

通
省
の
ご
支
援
で
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
「
住
宅
窓

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
量

的
把
握
と
削
減
予
測
」
と

い
う
研
究
に
よ
っ
て
得

経　産　新　報［板ガラス産業のCNへの取組みとリサイクルへの挑戦］

入
も
始
め
て
い
ま
す
。
ま

た
原
料
・
製
品
輸
送
に
係

る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

も
検
討
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
３
５
年
ま
で
に

こ
れ
ら
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

技
術
を
推
進
し
、
導
入
を

完
了
す
る
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
今
は
で
き

る
こ
と
か
ら
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

―
―
ど
ん
な
製
品
も
製

造
・
加
工
・
輸
送
な
ど
で

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
ま
す

が
、
エ
コ
ガ
ラ
ス
（
Ｌ
ｏ

ｗ
�
Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス
）
な

ど
の
板
ガ
ラ
ス
製
品
は
、

そ
れ
以
上
に
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
削
減
に
貢
献
し

て
い
ま
す
よ
ね
。

私
た
ち
が
提
供
す
る

板
ガ
ラ
ス
製
品
に
よ
り
、

住
宅
や
ビ
ル
な
ど
の
Ｃ

排
出
済
み
の
も
の
で
す

か
ら
、
カ
レ
ッ
ト
の
使
用

量
を
増
や
す
こ
と
で
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
で

き
ま
す
。

し
か
も
カ
レ
ッ
ト
は

バ
ー
ジ
ン
原
料
よ
り
も

溶
融
し
や
す
い
た
め
、
使

用
量
の
比
率
を
増
や
す

と
燃
焼
温
度
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
、
燃
料
の
削

減
効
果
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
削
減
に
貢
献
で
き
ま

す
。具

体
的
に
は
バ
ー
ジ

ン
原
料
の
代
わ
り
に
カ

レ
ッ
ト
１
�
を
再
利
用

す
る
こ
と
で
、
約
０
・
７

�
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
抑

制
で
き
る
と
の
試
算
も

あ
り
ま
す
の
で
、
カ
レ
ッ

ト
使
用
量
を
増
や
そ
う

と
い
う
方
向
に
進
ん
で

い
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｓ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

に
よ
る
排
出
量
削
減
策

の
検
討
や
加
工
工
程
で

の
再
生
可
能
電
力
の
導

Ｎ
Ｇ
へ
の
変
更
等
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。
ア
ン

モ
ニ
ア
や
水
素
な
ど
の

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

熱
源
と
す
る
実
証
試
験

も
順
調
に
進
み
、
あ
る
程

度
成
功
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
板
ガ
ラ
ス
は
原

料
に
炭
酸
塩
な
ど
を
使

用
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
バ
ー
ジ
ン
原
料
を
溶

か
す
と
Ｃ
Ｏ
２
が
排
出

さ
れ
ま
す
。
板
ガ
ラ
ス
の

カ
レ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
製
品

を
破
砕
し
た
状
態
の
ガ

ラ
ス
く
ず
）
は
、
す
で
に

製
品
と
な
っ
て
Ｃ
Ｏ
２

し
、
業
界
を
あ
げ
て
挑
戦

す
る
こ
と
を
表
明
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
必
要
に
応
じ
て
更
新

し
て
い
き
ま
す
。

Ｃ
Ｎ
２
０
５
０
達
成

に
向
け
た
具
体
的
検
討

課
題
は
、
ま
ず
、
一
番
排

出
量
の
大
き
い
製
造
時

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

策
で
す
。

板
ガ
ラ
ス
各
社
は
、
全

酸
素
燃
焼
技
術
や
省
エ

ネ
設
備
の
導
入
、
板
ガ
ラ

ス
原
料
溶
融
工
程
で
溶

融
熱
源
を
重
油
か
ら
Ｌ

―
―
板
ガ
ラ
ス
産
業
の

２
０
５
０
Ｃ
Ｎ（
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
に
向

け
た
取
組
み
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す

ね
。決

し
て
順
調
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、Ｃ
Ｎ
２
０

５
０
達
成
に
向
け
て
板

硝
子
協
会
で
は
、２
０
２

１
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
Ｗ
Ｇ
を
設

置
、
２
０
２
２
年
に
「
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
２
２
」を
発
表

板
ガ
ラ
ス
産
業
の
C
N

板
ガ
ラ
ス
産
業
の
C
N
2
0
5
0
達
成

2
0
5
0
達
成
にに

向
け
た
取
組
み

向
け
た
取
組
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
挑
戦

と
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
挑
戦

一
般
社
団
法
人
板
硝
子
協
会

専
務
理
事

伊
東
弘
之
氏

一
般
社
団
法
人
板
硝
子
協
会
の
C
N
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
達
成

へ
の
取
組
と
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
、
同
協
会
を
訪
ね
伊
東
弘
之

専
務
理
事
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋

常
郎
）

カ
レ
ッ
ト
使
用
量
増
や
し
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

カ
レ
ッ
ト
１
�
再
利
用
で
約
０
・
７
�
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制

エ
コ
ガ
ラ
ス
Ｓ
や
太
陽
光
発
電
ガ
ラ
ス
な
ど
新
製
品
を
開
発

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
と
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
で
き
る
仕
組
み
に

板ガラス業界もサーキュラーエコノミーの潮流に
製品設計の段階からリサイクルを考えていく

今年は「板ガラスリサイクル元年」に

『カーボンニュートラルの実現とＳＤＧｓ社会に貢献し存続する板ガラスへ』
～変革の可能性とチャレンジ～

CO2排出量・削減効果評価指標再検討特別委員会活動
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